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はじめに
地域医療科学教育研究センター長　小田康友

　令和２（2020）年度は、COVID-19 感染症パンデミックにより、日本の医療供給体制が危
機に瀕し、国民だれもが社会活動を著しく制限することを余儀なくされました。医学教育に
おいても、従来の教育方法が何一つ使えない異常事態へと追い込まれました。
そこで医学部では、新年度開講を遅らせ、講義を遠隔教育へと全面的に移行させる対応をと
りました。実習は、基礎系ではバーチャル教材を用いたものに組み替えたり、現場での臨床
実習は厳しい制限の下で可能な限り実施する方策を探りました。そしてその後の感染流行状
況に応じて、感染対策と教育効果のぎりぎりの駆け引きを行いながら、対面での教育や実習
を行ってきました。これは大変苦しい状態が長らく続きました。
　その結果、本学医学部ではクラスターを出すことなく、現在に至っており、共用試験や医
師国家試験の成績も、例年以上のものを残すことができました。これは医学部長・病院長及
び感染対策本部の指揮のもと、教職員、学生が方針を共有し、自身の行動を律していった成
果と言えます。
　加えて、一年以上に及ぶこのような教育環境の中で、著しい発展を見た領域もあります。
それは遠隔教育の環境やスキルを、すべての教員、学生が確保したということです。また学
生の講義評価や成績からは、基本的な知識の学修には遠隔教育は効果的・効率的であり、対
面教育はそれを応用した問題解決や発展的学修のための討論や実習を積極的に行うべきであ
ることが明らかになりました。これは本学の目指す成果基盤型の能動的学修の実現のために、
大きな一歩であったとも思います。当センターの医学教育開発部門はこれらの教育発展のた
めの指揮をとり、数理解析部門（教育 IR 室）はそれを客観的に検証するという、車の両輪
として機能していくこととなります。
　そのほか、本学の感染症教育プログラムは、文部科学省の令和２年度大学改革推進等補助
金「感染症医療人材養成事業」（事業推進責任者　小田康友）に採択され、教育機材やプロ
グラム向上のための強力な支援を受けることになりました。医療人の感染症対応能力を底上
げし、医療者の専門性や施設の特性に関わらず、佐賀県民の誰もが一定の対応を受けられる
ような教育を模索してまいります。
　今後とも皆様のご指導、ご 撻を賜りますよう、お願い申し上げます。
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